
NO 項目 質問要旨

1

地域活性化1

コロナ禍における地域活性化に
ついて

・新型コロナの影響を受け、地域の絆を育む事業等が中
止になってしまった。
・ウィズコロナの中、市からイベント実行委員会に指導
等があれば今後取り組みやすくなるので、指導や助言し
ていただけないか。

2
地域活性化2

地域活性化事業の提案について

・一度中止になった事業を復活するのは、新しい事業を
起こすほどのエネルギーが必要になるが、一方で事業の
進化を図るいいチャンスであると思っている。
・12月駅伝大会にネームバリューのある人を招致し、駅
伝教室や一緒に走ってもらって一流のスピード感を子ど
もたちに感じてもらいたい。

3

道路整備

道路標示の管理及び歩道の整備
について

・道路の白線が消えてしまった箇所が非常に多い。大き
な道路のセンターラインや歩道にも引いていただいて交
通安全の事故防止にしていただきたい
・歩道が整備されていない市道があるので整備していた
だきたい。

4

道路安全対策

朝倉小学校及び朝倉中学校前の
県道155号線の安全対策について

・県道は拡張工事中であるが、完全に二車線後、各小中
学校の前には横断歩道は整備されるのか。
・押しボタン式信号機の設置予定はあるのか。
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回答要旨（今後の対応策を含む）

・市が関係するイベントの開催の可否決定や、感染対策については、国のガイ
ドライン及び愛媛県の示す指針に基づいて判断する。
・最新のガイドライン等の内容など、各地域のイベント開催に必要な情報につ
いて情報共有したいと考えている。支所住民サービス課にもお問い合わせして
いただきたい。

・ありがたい提案であり、具体的な話をしていただければ、メニューや講師選
定をさせていただきたい。
・児童・生徒が一流のアスリートに接することは、貴重な体験であり、競技力
の向上にも役立つと考える。今治市スポーツ協会朝倉支部内で地域にあった企
画・立案を立てていただき、予算の配分等を考慮しながら協議していきたい。

・横断歩道等道路標示の補修は、半年に１回の発注である。地域からのたくさ
んの要望を一気に発注をかけるという仕組みになっている（愛媛県警）。
・事業の要望と採択の時期により補修される時期が異なる。
・傷みのひどい箇所、交通量の多いところ等計画的に対応していきたい。
・主要幹線道路の８路線についは、合併特例債を用いて向こう３年間で路面の
整備を行う。
・白線については、具体的な場所を教えていただけたら迅速に対応する（市管
轄）。
・上徳町谷線は全線舗装打替工事を計画しているので工事と同時になる。　　　　　　　　　　　
・歩道整備は、国道１９６号から旧県道までの整備実施中であり完成後の対応
となる。

・横断歩道は、拡張工事の完成時に現状復帰されると聞いている。
・信号機については、要望が上がっていないため設置の予定はない。地元から
の要望があがってから県公安委員会の方で交通量等を考慮し、設置するかどう
か検討されると聞いている。
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5

朝倉福祉センター

朝倉福祉センターの環境改善に
ついて

・高齢の施設利用者への配慮として、２階への階段の手
摺り、できればエレベータの設置をお願いしたい。

6

ねんりんピック

ねんりんピック愛顔のえひめ
2023の開催予定について

・来年のねんりんピックにおいて、今治市で開催される
種目が知りたい。

7

朝倉地域乗合タクシー

朝倉地域乗合タクシーの継続に
ついて

・利用が少ないかなと思うが、今後、高齢者も増えてい
くことと思われる。
・上朝地区にバスがない、交通の足がないっていうのは
大変不安ではないかと思うので、乗合タクシー事業の継
続を要望したい。

8

デジタル化の取り組み

デジタル化による副業支援につ
いて

・国民の所得は下がり、税金が上がっていく中での生活
は大変である。
・そのため、現在の仕事を継続しつつ、デジタルの仕
事、副業収入を目指せる勉強ができる副業訓練校のよう
なものを作ってほしい。

・利用者の利便向上、環境改善については、公の施設のあり方の中で、どのよ
うな改善ができるのか担当課と検討してまいりたい。
・手すり設置については、施設の利用形態や利用者の動線等を考慮し、設置可
能な場合は対応する。エレベーター設置については、公の施設のあり方や構造
上等課題も多いところであることから、引き続いて検討する。

・２つの交流大会が予定されている。
①ソフトボール競技（大新田公園と波方運動公園、玉川総合運動公園、桜井総
合運動公園の４箇所で開催予定）
②ダンススポーツ（中央体育館で開催予定）
・来年の開催に向けての広報・啓発活動の推進（インターネットを活用したＰ
Ｒ、啓発グッズの作成・配布等）や開催1年前となる今年はリハーサル大会を実
施するなど、全国から集う参加者に対し市民を挙げておもてなしを提供し、交
流人口の拡大を図るため今治市の歴史と文化、豊かな自然を紹介し全国に発信
してまいりたい。

・地域の方に制度を共有し、認識を深めてもらい、ご利用いただきたい。
・９月末までは、実証実験期間であり、使い勝手を検証し改善していく期間で
ある。
・ルート、便数等変えられないところもあるが、不便であるところ等を早く挙
げていただき、それを改善した形でご利用願いたい。
・運行業務委託会社と改善に向け協議しており、改善点については、チラシを
作ってお知らせする。
・時刻、停留所等の要望があれば、いただきたい。
・乗合タクシーについての広報・周知をより一層行うとともに、アンケート調
査を実施するなど、地域の皆様の声を反映させ、地域の公共交通機関としての
利便性の向上に努めてまいりたい。

・デジタルで地域の方々を豊かにするような市民向けの取組みをやっていきた
い。
・これからのIT人材を育成する上で知識を習得する場所や機会、それを仕事に
結びつける支援等は必要になってくると考える。
・国の施策や民間企業での実例等を参考にしながら検討していく。
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9

耕作放棄地

耕作放棄地解消に向けた支援策
について

・耕作放棄地は、中山間地の直接支払い等を有効活用し
ての対応ということである。
・保全会の活動地域では、荒れたところは対象農地から
除外されたところもある。
・保全会活動での取組以外に農家グループが活動してい
るところもあるが、新たな支援策があれば検討いただき
たい。

10

観光の促進

古墳群の保護対策、観光資源化
について

・朝倉は「水と緑と文化の里」と言われ、緑も古墳群も
多いが、古墳の手入れができてない。
・人が入れるところもあるが、古墳群を観光資源化、集
客に役立てられないか検討いただきたい。

11

朝倉公民館整備

朝倉公民館の耐震化・長寿命化
について

・朝倉公民館は、防災拠点、コミュニティ拠点である
が、耐震化施設ではない。
・急いで公民館の耐震化をお願いしたい。

12

高齢化社会

高齢化社会におけるスポーツ振
興について

・高齢者が外に出ていって動ける、スポーツができるよ
うなシステムを構築すれば、社会保障費が減少するので
はないかと思う。
・グランドゴルフ等のスポーツをやっている人、または
グループに補助が出たら良いのではないかと思う。

･効率的な営農経営を目指すために、地域の担い手に農地を集約する。
・新たな担い手の確保のため、新たな集落営農組織を育成する。これまでの地
域の中心的な担い手に加え、新たな担い手が営農することによって農地の維持
を目指す。
・担い手と農地のマッチングや新たな担い手の育成を県や農業協同組合等関係
各機関と協力しながら進める。
・他市の事例も調査・研究し支援策についても検討していく。

・観光産業にも力を入れていかなければならない。
・しまなみ地域だけではなく、陸地部、旧今治市内にも人を誘導する仕掛けが
必要である。
・陸地部の拠点を鈍川温泉とし、他の地域をどのように周遊するかを合併20周
年に向け考えていかなければならないと思っている。
・古墳、グリーンツーリズム等地域資源の掘り起こしに有効かどうか議論をさ
せてもらいたい。
・朝倉地域に点在している古墳群は地域の貴重な財産と認識している。野々瀬
古墳群や樹之本古墳等の周辺において草刈りを年３回実施し、適正な管理に努
めている。
・古墳内部への立入については、安全性確保の観点からご遠慮願っている。
・また、いまばり文化財マップ《朝倉・玉川》を作成し、ＰＲに努めている。

・耐震化は大切な問題であり、順次耐震化、長寿命化の検討を進めている。
・市内の公共施設については、市民の皆様が安全安心にご利用いただけるよ
う、順次耐震改修等に取り組んでおり、菊間・波方地域では公民館と支所の複
合化が実施されている。朝倉地域においても、時期は未定だが、公民館の耐震
化や複合化を検討してまいりたい。

・自治会、老人クラブ等様々な補助をしている中、事業の提案があれば、既存
事業の拡大も考えながら検討してまいりたい。
・現在の主な支援策は自主グループへの補助金というよりも、様々なメニュー
の講座・教室を開設し、高齢者の方々の参加をお待ちしている状況。
・家に閉じこもらず、運動や社会活動に参加することが、介護予防、健康寿命
延伸のためには重要であるので、参加促進につながる支援策を検討してまいり
たい。


